
第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第１２回武蔵村山市観光施策検討協議会 

開 催 日 時 平成２４年１月１７日（火）午後２時００分から午後４時００分まで 

開 催 場 所 市民会館 研修室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：溝尾良隆、高橋茂明、髙橋敏彦、古屋勤、高橋昭、嶋田一成、乙幡章吾、 

小林充子、乙幡弘、鳴川和広、近藤健右 

欠席者：江村信彦、佐保満和、栁澤有三、乙幡清次、青柳真紀子、田村崇寛 

事務局：市民生活部長、地域振興課長、地域振興課観光グループ主査、同グルー

プ主事、農政グループ主任 

委託業者：日本コンサルタントグループ（川本、南澤） 

議 題 ⑴ 武蔵村山市観光施策検討協議会報告書（案）について 

⑵ その他 

結 論 

（決定した方針、残

された問題点、保留

事項等を記載する。） 

⑴ 武蔵村山市観光施策検討協議会報告書（案）について  

修正意見に基づき、修正し再提示する。 

⑵ その他 

次回検討協議会の日程は、２月２１日（火）午後３時からとする。 

審 議 経 過 

（主な意見を原則と
して発言順に記載

し、同一内容は一つ
にまとめる。） 

 

○ 委 員 

● 事務局 

⑴ 武蔵村山市観光施策検討協議会報告書（案）について 

※ 冒頭、会長より前回討議結果についての確認。 

※ また、議題に入る前に、「交通量調査」及び「歴史民俗資料館の整備検討状

況」について、委託業者より報告。 

※ 武蔵村山市観光施策検討協議会報告書（案）の検討に当たり、事務局（委

託業者）より報告書の構成及び内容等について説明。 

○ 資料が多く添付され、全体的に分かりづらい。例えば３２ページや７１ペ

ージなどは箇条書きで記載してみてはどうか。 

○ １４０ページの文章とその内容に対応する１５３ページの資料（図）は離

れていて関係が掴みにくい。また、１４１ページの上から３、４行目は、回

りくどい。 

○ ３ページは、主語が不明である。 

○ ５ページの下の部分の表は今回の検討協議会の一番のテーマであり、ポイ

ントを入れてもらいたい。 

○ この報告書を市長に提出するのであれば、市長は武蔵村山市の人間であり、

分かっている内容は外してもよいのではないか。 

● 市長以外の多くの方も見ることになり、その様な内容も必要である。 

○ 参考資料は巻末の資料編にまとめてもらいたい。資料は厚くなっても構わ

ない。 

○ １６１ページ以降の道の駅の需要予測は、計算上このような結果になるこ

とは理解できるが、施設の産品等の品揃え等、利益を確保するのに必要な前

提条件があるのではないか。利益が簡単に出ると思われるのはよくない。 

○ 一般的な道の駅は、ここでは無理ではないか。 

● 色々な検討を踏まえ、道の駅ができるかどうかを市長が判断することにな

る。 

○ 道の駅の需要予測は出さない方がよいのではないか。 

○ JA は供給できるのか。農産物主体であれば、どの程度売れるのかも検討

する必要がある。 

○ 群馬県の新治村（現みなかみ町）の道の駅は、沼田市や昭和村から供給を

受けている。 

○ かたくりの湯を中心とした施設に農産物の直売所を設置することによっ

て、成果がでれば農家も積極的になるのではないか。 

○ 今日もかたくりの湯を見てきたが、駐車場にも余裕があり、テント数張の

設置から始めるのはどうか。 



○ 設置についても検討は必要であるが、供給の見込みが重要である。これま

での議論をまとめると、資料編は報告書の後ろに置き、ただし必要な資料は

本編中でも活用する。道の駅の需要予測は検討協議会報告書には入れない。

農産物直売所は、市内の供給の見込みが立つまで仮設店舗とし、売上が上が

った段階で道の駅らしいものを設置するとまとめたい。 

● 資料のまとめ（掲載場所）はそのように対応したい。委員の特定の意見は

原則として入れずに、異なった意見がでている場合は両論併記とする。かた

くりの湯を核とした観光エリアと位置付けるが、ブースやテントを設け供給

やその体制の実践を通して将来的に道の駅として充実させるという形もよい

と思う。 

○ 観光施策と道の駅が主要なテーマであるから、4 章と 5 章を分ける必要は

ない。 

○ 武蔵村山市は、観光資源には不足していないように感じる。今あるものを

他の人に勧め、来てもらう「もてなしの心」が必要である。かたくりの湯を

さらに伸ばすことによって収益基盤を強化し、道の駅は観光のポイントとし

て宣伝が必要である。市のかてうどんに興味を多く持ったが、道の駅には売

りにしていく「これ」というものを出すことが重要である。 

○ 道の駅の運営は、かたくりの湯の運営者にやってもらうのが一番よい。 

 

⑵ その他 

① 次回観光施策検討協議会の日程 

２月２１日（火）午後３時からとする。 

 

－ 以上 － 

 

 

会議の公開・ 
非公開の別 

☑公  開               傍聴者：  １ 人 

□一部公開 

□非公開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

会議録の開示・ 
非開示の別 

☑開  示 

□一部開示（根拠法令等：                      ） 

□非 開 示（根拠法令等：                      ） 

 

庶 務 担 当 課 市民生活部 地域振興課 （内線：２２５） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


